
運送事業者へのスクリーニング検査に関する実態調査概要

○調査対象（目標）

バス、タクシー、トラックの各協会会員２００者、非会員１００者の合計９００者

○調査項目

定期健康診断：健康診断受診後の精密検査、治療の指導状況等

SAS※スクリーニング検査：検査の受診の有無、精密検査の受診の有無、有所見者の取扱い等

脳MRI検査：検査の受診の有無、精密検査の受診の有無、有所見者の取扱い等

心電図検査：検査の受診の有無、受診者の基準、受診をしていない理由等

※SAS：睡眠時無呼吸症候群

○調査実施期間

平成２８年１１月末～平成２８年１２月２８日
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○概要

平成２７年１２月、運送事業者300者にご協力いただき、スクリーニング検査の実施の有無等についてアン

ケート調査を実施。

当該調査結果を踏まえ、今般、主にスクリーニング検査後の精密検査の有無、所見があった運転者への対応

状況、実施していない場合にはその理由等について、運送事業者900者にアンケート調査へのご協力をお願い

しているところであり、これらの調査結果を今後のスクリーニング検査の普及方策の検討に活用する予定。


